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7. Naledの イエJt工にたいす る寺性 と温皮および溶媒の関係 ‡'l山刑U)州 !,4.拭鰍 こかんする

研兜 gi'44帆 LLil(純火 ･柴三･T･代 (イハラ出三脚 f究Igf) 39..4.30.安州

Naledのイエ′くエにたいすZJ'3他は処仙rUの放lnはEl此JI)も処PJl投のそ川 こJ.'.･11は れることが大

きく.舶庇200-30勺の和田にあっては.その1!jf't;川はflの苑1此係数をもつ腿である.桝帆 こもらい

1=アセトンにゴマ油を加用することの膨鰍 ま11'忠性を示さなかった.

Naledは'm･柾のLl.J'･虫にたいしてすぐれた効jJをイiす

る一九 人辞=こたいする招性がきわめてひくいことか

ら,とくにF:JJ'妓川,L等剤としてその利用性が旺r-ほ れ,て

いる.しかし分Iyi･牡が他の湖山剤にくらペてかな()il.'h-

いため.そのyJ-止.節のひとつとして,これにゴマ油を

加川することがなされている.油を殺虫剤に加川する

ことは, 別にlightsprayoilの DDTにたいする場

合などはその acCeSSibilityが脚LiL物試験純米o)均

一性が期待され8),ゴマTtflJの DDT にたいする場合は

若干その有効度もたかめえられる6). また一万 ピレト

リンにゴマ油をくわえて,いちぢるしい相乗効果をみ

いだしたEagleson2)の何州 ま.そのイf効成分 sesarnin

の発妃4)をうながし, これに輔はしたいくつかの相乗

剤のコ'.菜tL三縄をもたらすにいたっている.今Ir11IrWlら

は naledをアセトンに桁附して イエバエに蛸下処fL!

するとさに,ゴマ油を加川した助命と,アセトンのみ

の助命のIJ劾度を,7711度200と300において比佼した.

その糾fRをここに糊付?~る.本文にはいるに先立ち,

供試昆山のL!ll]ffに助JJせられたtRLliL-1･姐に測志を袈

する.

実験材料および方法

供試昆虫 :この実験にもちいた イエ バェ Musca

domesh'scavl'cinaMacq.は1947年に1対の雌雌か

ら山発した,いわゆる "前職系"と称さjl.る射e朗fT'

系統である.そJ)幼山JOlの飼fl.は'1;'f班の豆何机的兆に

よってI5こない.成dl1mのmには砂桝と水 な あた え

た.実験には羽化後4-5日日の刷 ■淋 をもナ'いた.

供試典剤 :Naled(Dibrom17､.1,2-dibrom0-2,21

dichloroethyldimethylphosphate)は.ジプロム哲

及会から提供をうけた表示有効成分>93/Oo'の工業劉lVl

原体をもちいた. これを アセトンで最高濃度 0･0156

/Lg/mmSに稀釈し, 噸次倍数稀釈して 3段階の鶏§紋

を'.W劉した.ゴマ油はアセトンに2%を加用,これを

もって naledの最高濃度 0.0156FLg/mmaの桁披 な

つくり,閃様に3段僻の濃度に稀釈してもちいた.

試験方法 :この実験は Finヮey3'によってのべられ

た鮒析JJ一法をそのまま通用することをLl的に,その.輪

】料こならってつぎの様な計画でおこなわれた.すなわ

ちuliu:雌仙■桝 は.約40匹づつ-uIi行 9cm.LIr盲さ 7cm0)

ガラス'ttはHこいれ.サラン0)榊崩をかぶせた上.2肺

にわけて, その ltffを処州17124n.'jrt'lJ250.仙の lJrf･を

300の延iL.は的 にわいた. 刑として柿釈Ef'･乳を脱胴紺

に臼してあたえた.都税の処fl!は他紙桐休を)･R恨ガス

でかるく麻酔し. そ0)胸押部に 1桐休 あたり 1mm3

をマイクロメーターサイリンジで渦下処即した.処刑

後はJtJ;Jとr'･1位稀釈ET･･乳をあたえ,ふたたび 250および

30oの定H,lt邪にもどし. 24時皿後にそのdi列:な.iJ鼻表し

た.なお別にアセトンの7/の処Pl!によTJ対lT.(uiをもう

け,そ0)蛇妃ヰこなもとめた.すなわち強ち披処仙札 お

よび処刑綾o)放相,u収にかんして4つの糾合ILrができ,

桁脱に才マ油を加川した場合と,加川しなし_1場合とを

かんがえると,都合8つの糾合せができることになる.

これは2×2×2,いいかえれば 23の factorialsystem

の配位にあり,水剤処理rllflの放担温度,処理後の放言El

配皮およびゴマ油の3要因は,それぞれふたつの相対

する条件, すなわちはじめのふたつの要因について

は.209と300,後のゴマht=こついては加川,知(=Ju日用の

布rtf.の粂作をそなえている.Finneyのそれにならっ

て20o放i'vlに C.30o血相 こtl.ゴマ油U)JJl1川に 0

のコー ドレターをrJあたえて.それぞれの8ケの机合せ

を郡1…Jlにしめす様に班別した.た とえは C.H.0.

としるしたものは.兆紋処刑r11Jの24時Inlを,200に放

1rtL.処刑!後24柑l'Jは300におき,処理恭剤はゴマ油

を加用した naledであることをいみする. この実験

は1964年 3月10-26日にわたる期ILfJにくりかえしおこ

なわれたもので,都合2502匹の個休がもちいられた.

薬紋処矧IfJ後48nt.紺Jの氾皮をのぞいては,飼符および

試験挫作中のiLl度は,すべて250,関係湿度70,%の環

L]'1泉作下においておこなわれた.
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実験括具と考察

実験の結果を表示すると,第 1表のごとくである.

なおここでしめされた致死率はそれぞれの対賦区にお

ける生存率をもって.Abbottの式により補正をおこ

なった数値である.

中央致死共益の辞定 :第 1表にしめした処鎚典丘X

を対数変換したときに生ずる負数をなくして,以後の

計罪操作を伯位にするために,まづこれを1000倍した

上でその対数xをとり, これに対応する致死率 Yを

プロビットyに変換して,両者の関係をもとめたのが

耶1凶である.I.lI','法1)により,これらの回帰直線の方

程式をL汁許した. 節2卦 まその要約である. 節1図

にみる様に,H.H.0.および C.C.0.のしめす共出

-致死率回帰直線は, のこりの 6匝l帰直線に くらべ

てかなりそのかたむきはゆるやかである. しか し

Finneya)の方法に よってその平行陸を検定した純米

は,節3表にしめす様にA/S3=3.35となり,対忠水

準0.05におけるFの値 3.50よりも小さく. これら

の回帰延線は平行鵬係にあるとみなしてさしつかえな

い.そこで共通勾配

bc--2〔wxy]/Z〔wx23-657･67448/227.790801

-0.34637

をもちいて, これと邦 2表にしめした;.夕とから8

本の平行な回帰両線の方程式 Y;=夕+bc(x一言)をもと

め, y-5とおいて J,すなわち対数単位でしめした

Table1. Resultsoftoxicitytestsonthecommonhousefly.

H.H. C.H. H.C. C.C.

(pg/辛) Nfqiesof Mortality NfOliesof Mortality Nfqi｡sof Mortality Nfqiesof Mortality

0.0039 78 5.1% 81 0.0% 79 1.5% 80 7.9%

0.0078 84 16.7 80 45.3 80 31.1 80 59.8 -

0.0156 79 96.2 80 89.1 75 98.56 78 96.1

Control 81 0.0 81 8.6 80 7.5 82 3.7

H.H.0. C.H.0. H.C.0. C.C.0.

(/Jg/早) "EOL･iesOf Mortality Nfqiesof Mortality "fTiesOf Mortality Nfqiesof Mortality

0.0039 75 2.6% 80 1.4% 79 2.5% 80 17.5%

0.0078 80 30.4 80 28.4 80 45.0 80 38.8

0.0156 78 53.9 79 96.2 40 100 80 90.0

Control､ 80 13.8 79 2.5 71 0.0 83 0.0

/ /

/ / , ,, / / 7 ,d3 - - //

Dosageinlogarithms

Fig.1. Relationsbetweenthetoxicityofnaledtothecommonhouse
LIT,temperature.andsolvent. Thescaleoflog-doseshasbeen shifted
horizontallyforeachcurvetoavoidoverlapplng.
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Table2. Summaryofcalculationsforfittingprobitlines.

Series x y Zw ⊂wx2] 〔wxy〕

H.H.

C.H.

H.C.

C.C.

H.班.0.

C.H.0.

H.C.0.

C.C.0.

0.93821

0.91600

0.90729

0.87468

0.98981

0.93933

0.92436

0.84454

4.61196

4.86839

4.72578

5.12130

4.58114

4.84730

5.17170

4.73303

∫

68.53 1.49948 10.99079

101.61 4.60907 24.53160

61.56 0.96839 7.15807

88.47 3.39242 17.89389

105.27 4.91069 14.63443

66.23 1.5%56 10.52473

75.52 2.22220 15.55510

98.29 4.21431 13.26077

〔wye] 〔wxy〕2/〔wxり

87.33123

132.47056

55.64664

94.48342

47.42217

75.30176

109.81124

45.40457

80.55957

130.56851

52.91047

94.38433

43.61231

73.52508

108.88360

41.72641

665.48 23.32312 114.54938 647.87159 626.17028

Table3. Analysisofvarianceofmortalityprobits.

Def誉:ede.SmOf sum ofsquares

Commonslope

Departurefrom parallelism

Separateslope

Heterogeneity

Total

Mean
Square

1 22〔zuxy〕/Z〔rvxり-562.60

7 63.57 A-9.08 A/S2-3.35

8 2(〔wxy〕2/〔wx2])-626.17

8 222 - 21.70 S2-2.71

16 Zlwy2] -647.87

Table4. ValuesoflogLD6.andcalculationoftreatmenteEEect.

Series m (1) (2) (3) Means (3)for王
lI.tI.

C.lL

H.C.

C.C.

班.H.0.

C.H.0.

班.C.0.

C.C.0.

1.017 1.960 3.773

0.943 1I813 3.833

0.963 2.045 ･-0.187

0.850 1.788 -0.095

1.075 -0.074 -0.147

0.970 -0.113 -0.257

0.889 -0.105 -0.039

0.899 0.010 0.115

7.606 0.951

-0.282 -0.071

-0.404 -0.101

0.072 0.018

0.060 0.OiS

0.092 0.023

-0.110 -0.028

0.154 0.039

士 0.02258

土 0.02268

土 0.02259

土 0.02254

土 0.02267

士 0.02254

士 0.02268

7.334

-0.184

-0.232

-0.038

0.062

-0.076

-0.088

-0.018

小火致死薬量を界定した.その結果が郡4表 m の欄

の'iMLrtである.なおここで m の varianceは

V(m)-1bi6(去 .貿 諾 )
の式によってもとめられる.

効力の比校 :23の factoriatsystem の計画にした

がっておこなわれた'R験紙恥のA,'(･析方法については,

YatesT)によって諭じらiL.Finney3)によってその適

用例がしめされている.そして良沢･柴8)もさきにDDT

のイエバエにたいす7Jl!j性と温度.I3よび押紬張の開拓

を脈析するにあたってこれをLL:mした.そjuまま-),

郡4表の節1欄にしめしたnnl抑こg洞 の机介せをなら

べ.それぞれの m,すなわち logLD50を耶2欄にか

きいれる. つぎの耶3欄の(1)の放tLrtを. 那2欄の m

にもとづいて.け印する.(I)のrLt初の4ケの放ttrtは.那

2欄の m を2ケ-1つ噸次くわえた数肌で,つぎの4

ケの数値は,その乱 すなわち下の数Miから上の教ftft

をひいた結果である.郡 4欄の(2)の激憤は,(1)の数伯

から,節 5欄の(3)の数値は(2)の数値から同様にしても

とめた数値である.第 5欄の(3)の数値の最初は, 8ケ

の m の合計で,郡6欄の郡1行目の数値はその平均

である.節6欄ののこりの欺脚 も 邦5欄ののこり7

ケの数情を,それぞれ4で'刑った純県である.これら

のうち郡2行目の敷仙 ま,処刑!ll7120oに放Ftしたもの
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の11Zの平均llLriと,処孤前30oに故国したものの mの

ユlJ･rJl爪の丑であり,郡3行口の数値は処理後における

20oと300区の mのIqI.均†Ertの差である.邦4行目の数

Lurtu.ふたつの放iださ粂†′トの交互作用の程度をしめす数

什 Cある.節5行口の数仙ま,ゴマ油を加用しない場

合と, 加川した場合の mの平均Ilriの芸三をしめし, 那

6lljLlの放lLltは,処矧〕TLの放田矢作とゴマ油との交互

作川-･iJ.Ĵ!7行目の放血別ま,処Pt!後の放出東作とゴマ

IIIlとの交_ll:作11)をしめし,放後の放LLliは3変Llの交互

作川をあらわす敷伯である.

m'7欄の数fLriはgi'2表にしめした 言の数LlL'tについ

て.rll'J様の.汁汀をおこなってえられた m にかんする

耶5欄Q)放†Lriと,rlJ.'Jじ意味をもつ値である.耶6欄に

しめしたそれぞれのA-･因の効果, お よび交互作用の

varianceはつぎの式によってもとめてえられる.

V弓叢 (2(去)+笠諾 )
耶4滋の耶6欄にしめした捺印招JとX･･:.は これらの vari･

anceの;177･万般である.

緋粧C)総括 :那4誠耶6欄にみる様に,平均主効宋

とそのt.[!吋輔はミな比校すると,処矧〕iL後における放ilyi
in収の naledの-1は性にあたえる彫皆は, あきらかに

イJ'.Bである.しかその交h:作用の彫%;･は小さく1JJ志で

ない.またゴマ油の形轡もイJ志性をしめしていない.

そしてTEたゴマ油と放把配使先('I'･との冊の交TTL-.作川も

IJ'.なでない. すなわち放iLTt温収は naledのう!j性にTjJ

瓜u)長じ鱗なもつが,ゴマiLllの好学削よ本火映のamJ7Fl内で

uみとy)られないと緋.7175される.

Naleda)イi効雌にたY､して･これら3変囚の朗I-1す

る柑A:ななぶすこしく詳細に検討してみることとしよ

ラ.郡5誠の抑 糾ま処矧111は3-よび後における放松田度

矢作の logLD6｡にだいする影響を,ゴマ油を加用し

た似合としない場合にわけてしめしたものである.--1l/I

均の糊にしめしたゴマ油を加用した場合と.加用しな

い場合の:tt,･均flfiのZ三0.958-0.943-OL.015は, ゴi

油を加用することによって生 ず る logLD50の昭大

嵐 すなわちきかなくなる程度をしめしており.さき

の節4表にも算山表示されている救偵であ7:'.しかし

これは有意性をもつほ.どには大きくない.そしてまた

処理iLJf1300放田区における差 0.982-0.990--0.008

j=0.033.200における差0.935-0.897-0.038土0.031

は.それぞれ logLD6.の娘少左と,増大最をしめすも

のである.すなわち処FJirlJII30oにおいた場合,ゴマ油

を加用することによりnaledの力価は 2%増したこ

とになり, 200に放Itniした場合は8,00'娘少したという

ことができる.処理後308放置区における差′1.023-

0.980-0.043士0.032,20oにおける差 0.894-0.906

--0.012士0.032もまたそれぞれ logLD古.の増大

:JR減少鼠をしめしている.すなわち処理後300におい

た場合は,ゴマ油を加用することにより,naledの力

仙 ま9%減少したことになり,200に放旧した場合は

3%脚したということができる.これはさきの処BJllrU
の氾鑑の彫班とは逆になり,ここに一光の帆ldなみと

めることができない.しかしその雌郷.ill,TS丑との比から

わかる様に,これらはいづれも有意の数LLL'(であるとは

いえず,ゴマ油の加用はこの火験の犯Ufl内では.naled

のイi効皮になんらの膨轡をあたえないと結論すること

が可能である.ここで logLD50の差の varianceは

つぎの式によって計弥することができる.

V(M)-1ibe;?tIILzliJ)+義 )

分母の factor4は.2の2乗で,ふたつの糾合せの

平均LLriのlL''Jの芸壬である contrast2からみLl,ぴかれTJ

数である.2'は4つの糾合ILr･(処刑後30巾に1,.いた4

つの机合せ H.H.,C.H.,H.ll.0..C.H.O.Ttたは

200においた4つの糾合せ H.C..C.C.,tI.C.0リC.

C.0.)の柴統一致死率阿村山純な もとめるさい にも

ちいられた試みの総計 Zwの逆数.すなわち aの

varianceの合計をさす.∂は(dll+m2-m3-m.)お

よび (王.+三g一元二言一)の(.'ilの差をしめす. たとlぇば

Table5. Theeffectofstorageconditionbeforeandaftertreatmentandofsoybean

oilonthemeanvalueofthelogLD50(+3.000)andofLD50(FLg/早).

Beforeor
after

treatment

Storage
atbC

logLD缶｡
Additionofoil

LD8.
Additionofoil

Absent Present Mean Absent Present Mean

30 0.990 0.982 0.986 0.00977 0.00959 0.00968

Before 20 0.897 0.935 0.916 0.00789 0.00861 0.00824

Mean 0.943 0.958 0.951 0.00877 0.00908 0.00893
30 0.980 1.023 1.002 0.00955 0.01054 0.01005

After 20 0.906 0.894 0.900 0.00805 0.00783 0.00796

Mean 0.943 0.958 0.951 0.00877 0.00908 0.00893
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Table6. Estimatedrelativedosagevalues(measuredon一ogarithmicscale).

Relativedosagevaluefor Mean

Storagebefore Storageafter
treatment treatment Soybeanoil

300 200 300 20o Absent Present

Coldinsteadofhotstorage
beforetreatment

Coldinsteadofhotstorage
aftertreatment

0.071 0.089 0.053 0.094 0.048

0.101 0.119 0.083 0.073 0.129

Ad.d.itai:ent.onfesoybeanoi1 -0･0.5 0･008 10･038 -0･043 0･013

Table7. Estimatedrelativepotencies.

Relativepotencyfor Mean

Storagebefore Storageafter
treatment treatment Soybeanoil

300 20o 30° 200 Absent Present

Coldinsteadofhotstorage
beforetreatment

Coldinsteadofhotstorage
aftertreatment

Additionofsoybeanoil
toacetone

1.18 1.23 1.13 1.24 1.12

1.26 1.31 メ 1.21 1.18● 1.35

0.97 1.02 0.92 0.91 1.03

の交互作用偵0.023をホ矢印.加?印してもとめる.以下

同様にしてその-V･均†Lf=こ対応する安TT_作用lt(iを旭印,

加印して卵613':にしめす様な放肌なえる.

郡7表は那6滋の放flftの迎対数をしめしたものであ

ち.これをみると.処刑州J20o放mの彫甥の平均は.

300政和 こくらべて18,%まで-1f効促がましている･さ

らにこれ,を.処即後の欣flVと粂作にわけてか んが える

と.処刑!後30oに放irとしたEB1分23%,20Bに放Vtした

場合は13,%fnL.またこれをゴマ油を加fTlした場合と

そうでない均分とにわけてかんがえると,加用しない

場合は24%fnL.加えた似合は12%州したことがわか

る.つぎの行は.処Fl!絶20tにおいた場合を.300枚

田にくらべた仰対ノJ価をしめし.最後の行の数値は,

ゴマ油加用のイー脚 こよる形師をしめすものである･さ

きにしろした様に naledの有効度にたいするゴマ油

の1捌削まみとめられないが,温度についてはnaledは

I,-6配に才,.ける以上低氾においてより有効であるといい

えられ,'f!1作用の温度係数は負であると結諭される･

摘 要

イエバェの成虫に naledを処瑚する弘 後24時間

における放置温度を,200および300にかえ,さらに

桁蝶にもちいたアセトンにゴマ油を加用した場合と,

アセトンIll用の糊fiとにわ け て, 23 の factorial

system の火帆汁州をたて, これにしたがっておこな

われた火映のk.'.=邪を朋析した.naledの有効度に関与

する3要田のうち,処刑後の放田配度の形班が-qr一大

きく,処刑llJi1-の放柑T"1度の脚D.iがこれにつぎ,ゴマ油
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さきの処矧tJiL300に放田した系列における logLD50

におよぽすゴマ油の形響削こ関する varianceを計罪す

る場合は,mについては

(1.075十0.889-1.017-0.963)ニー0.016

万については

(0.9898+0.9244-0.9382-0.9073)-0.069

これから平均†lllのズミ0.008の varianceは

V(M)-0-･b1319(o･05357･笈芸;書芸1-0･0332

節5出の後半は,ilf1-Ylの放fLriの逆対数LLltをもとめ,さ

きに負数をなくして計印を班利にするために1000flLY･し

ておいたから.これを1000でわって実数111位にしめし

た平均中央致死茶托である.

これらの関係を,fm畔なひとつの表としてまとめた

のが郡6表である. この表の放初の meanの欄の3

ケの数値は,節4表第6欄にかかげられた対応する3

ケの救肌の符号を正負逆にしてかきいれた ものであ

ち.ここでたとえば,最初の0.071は,処理FtlTJ208C

に放 irtLた場合は,30oCに放田した場合にくらべて

0.071イー効であることを志昧している.処理後 300ま

たは200に放irlした場合の相対典爪は,この0.071に

交互作用肌の0.018をれ亀吉TJ,.よび加印することによっ

てもとめられる.しかしこの場fHl:f'l符巧を逆にする

ことは計界後におこない,これを次にかきいれる様に

する.すなわち

-0.071-0.018--0.089

-0.071+0.018--0.053

rl-J様にゴマ油を加用しない以介,加用した場合は,そ
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の加用による彫雪削ま有意性をしめさなかった. 温度

200-300の犯跡 こあっては,naledの イエバェにた

いする議作用は,flの温度除数を有するもののようで

ある.
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Summary

A23factorialexperimenton alternativestol

rageconditionsforinsectsbefore and after
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treatmentandtheadjuvanteffectofsoybean

oiltosolventintoplCalapplicationwasdesigned

totestthetoxicityofnaled (Dibrom@.1,2ldi-

bromo･2,2･dichloroetyldimethylphosphate)against

thecommonhousefly,MuscadomesLEcazJt'ct'na

Macq.Thehouseflieswerestoredateither20o

or30ofor24hoursbeforetreatment,andalso

ateither30oor20ofor24hoursaftertreatment.

Soybeanoilwasused asa2percent(Ⅴ/v)

solutioninacetone. Asseenintheestimated

relativedosagevaluesorrelativepotencies.the

effectofstoragetemperatureafter.treatment

wasbiggestamongthethreefactorsconcerning

tothetoxicityofnaledagainstthehousefly,and

theadjuvanteffectofsoybean oilwasnegli･

gible.Thetoxicityofnaledinthelowertelll･

peraturewasbiggerthan thatin thehigher

temp_erature. Thetemperaturecoefficientof

toxicactionofnaledtothehouseflyisseemed

tobenegativeintherangeoftemperaturefrom

20oto300.


